第２講：講義メモNo.3

更新日：2005/04
前回のまとめ・・・現代の日本と世界の到達点を、宇宙史→太陽系の歴史・地球の歴史（NHKシリーズ：4月17日土曜日、第2回5月15日土曜日）→生命史・生物史→人類史といった大局の流れで考える。進むべき方向性を考える際の一つの指針とする。

　

1． 松井孝典『宇宙人としての生き方－アストロバイオロジーへの招待－』岩波新書、2003年5月

2． 小尾信彌・吉岡一男著『新版　太陽系の科学』放送大学教材8212、1999年、27ページ。　　「太陽系の質量の99.86％は、中心の太陽が占めている。太陽はごく普通の恒星であり、寿命は100億年程度で、年齢は太陽系天体とほぼ同じであり、約46億年と考えられる。」　

3． 海部宣男著『宇宙のキーワード』岩波ジュニア新書191、岩波書店、1991年（2001年6月、第4刷）22-23ページ。　

地球が生まれて数億年から10億年以内という早い時期に生まれた生命は、藍（らん）藻などの原始的な単細胞生物として大発展した。これは現代の生物（真核生物）のような細胞核をもたず、細胞内の機能分化も十分でない原核生物だったが、太陽エネルギーを吸って、二酸化炭素と水から炭水化物と酸素をつくった。つまり、光合成だ。藍藻類の光合成は全地球的に広がり、20億年以上にもわたって続いた結果、地球大気の主成分を占めていた二酸化炭素はほとんどなくなってしまい、かわりにそれまでなかった酸素が大量に増えた。それだけでなく、炭素は石灰岩や石油などにとりこまれて地中にもぐり、海中にとけていた大量の鉄が酸素と結びついて沈殿するなど、この間に大規模な「地球改造」が進んだのである。・・・
　生命は、シルル紀からデボン紀（約四億年前）には、それまでは赤茶けた荒地にすぎなかった陸地に上陸を開始し、またたくまに全陸地を緑でうめつくしてしまった。
　陸地があったのは、じつは地球に水が少ししか残らなかったおかげだ。もし木星の衛星のように水がたくさん残っていれば、地表は何百キロメートルもの深い海におおわれ、生命の発生も困難になっていたかもしれない。太陽に近かったため、地球ができるときに水蒸気成分がかなり飛ばされて、今日の地球を生みだしたのである。
　海は早くから生まれて、その後40億年にわたり、大きな変化もせずに地球の大部分をおおいつづけた。原核生物の20億年から25億年、それにつづく真核単細胞生物の10億年、海は生物をゆるやかに進化させてきた。その後、カンブリア紀あたりに始まる生物の爆発的進化―多細胞生物から三葉虫、魚類と植物、爬（は）虫類、哺乳類、そして人類へと続く―は、この安定した海でゆっくりと育てられた時代のおかげといわなければならない。
4． 長谷川眞理子『進化とはなんだろうか』岩波ジュニア新書323、1999、28ページ。

　　　　　地球が誕生してから現在までの地質時代を比喩的に1年であらわすと、
「1月1日午前零時にちょうど地球ができた・・・それから長い間、4月8日までは、地球に生命がなかった・・・そのあたりではじめて生命と呼べるものが生まれはしたものの、それは単純な単細胞生物であり、その状態がなんと11月1日まで続いた・・・最初の魚類が出現したのが11月26日の午後、あのロマンチックな恐竜の時代は12月9日から12月26日あたりまでで、暮れも押し詰まった12月25日になって最初のサルの仲間が出現し、わたしたち人類は、12月31日の午後8時10分ごろになってからようやく現われました。・・・生物の歴史全体から見れば、人間の存在がいかに短いものであるか・・・

5． 「チンパンジーをヒト属に」『朝日新聞』2003年5月20日夕刊【ワシントン＝村山知博】
「チンパンジーもヒト属に分類すべきだ」。米研究チームが19日、そんな論文を米科学アカデミー紀要(電子版)に発表した。ゴリラやオランウータンなどほかの類人猿に比べて、人間の遺伝子との共通性が多いからだという。
　主に姿形をもとにした従来の分類では、チンパンジーはオランウータン科チンパンジー属。ヒトかヒト属の人間とは明確に区別される。
　今回、ウェイン州立大(ミシガン州)のモーリス・グッドマン博士らのチームは、人間とチンパンジー、ゴリラ、オランウータン、ネズミなどの遺伝子を比較。97種類の重要な遺伝子について、人間とチンパンジーとの共通点は99.4％と際立っていた。
　分子人類学の第一人者として知られるグッドマン博士は「人間はチンパンジーのちょっとした改良型にすぎない。同じ属にするのが妥当だ」とAP通信に語った。
　人間とチンパンジーの共通祖先は、まず約1300万年前にオランウータンの祖先から分岐、さらに約700万年前にゴリラの祖先から分かれた。別々に進化し始めたのは、約500万年前と考えられている。」

6． 『岩波・広辞苑』：ホモ‐サピエンス【Homo sapiensﾗﾃﾝ】(知性人・叡知人の意) 現生人類の学名。新人・・・20万年頃前、アフリカに。
7． 家正則・木村龍治・杉村新・三輪主彦著『地球と宇宙の小事典』岩波ジュニア新書348、2000年5月刊、55-56ページ。

ネアンデルタール人は23万年前に出現したと考えられているが、新人の出現と同時に消滅した。現代人は、ホモ・サピエンスに属する。約５万年前の更新世末期に出現したクロマニヨン人もこれに属する。クロマニヨン人の骨格は現代人と変わらない。クロマニヨン人と現代人をあわせて新人という。化石人類のDNAを調べることによって、人類の進化のようすを調べる研究が、近年急速に進んでいる。ミトコンドリアは細胞内にある小さな微細構造であるが、これは母から子に伝えられる。つまり、母子でミトコンドリアのDNAは一致する。そのため、ミトコンドリアのDNAから母親の母親をたどることができる。その結果、１０万－２０万年前のアフリカの女性にたどり着く。現代人はこの女性からはじまったことになる。彼女は、“ミトコンドリア・イブ”と名づけられたこのミトコンドリアDNAの分析によって、ネアンデルタール人はイブとはまったく関係のない系統の人類であることがわかった。ネアンデルタール人が現代人とどんな関係にあるかは、長い間問題にされてきたが、遠い親戚であっても直接の祖先とは考えられないことがわかった。
」
8． 『朝日新聞』朝刊：2003年6月12：｢16万年前のホモ･サピエンス　－エチオピア頭骨の化石･アフリカ起源、裏付け－｣
　現代人を含む「ホモ･サピエンス」種では最古の、約16万年前のほぼ完全な頭骨貸せきがエチオピアで見つかった。従来を約六万年さかのぼる。一時は欧州人のルーツと目されたネアンデルタール人など旧人と同時代、すでにアフリカにホモ･サピエンスが登場していたことから、ホモ･サピエンスは約20万年前のアフリカで生まれ世界に広まったとする｢アフリカ単一起源説｣がきわめて有力になった。
　米カリフォルニア大バークリー校のティム・ホワイト教授、東京大学総合研究博物館の諏訪元・助教授らの国際チームが、12日発行の英科学誌ネイチャーで発表する。
　発掘地は、アディスアベバの北東約230キロのヘルト村周辺。男二人と子ども一人の頭骨などが出土した。放射年代測定で年代の特定された地層との比較から、16万～15万4千年前と分かった。頭骨の一つは容積が1450ccで現代人より少し大きめ。目の上の盛りあがりが大きいなど原始的特徴も残す。現代人の頭骨の形態に比べ、同じホモ･サピエンスの亜種と判定。ホモ。サピエンス・イダルツ(現地語で｢長老｣)と名付けた。

アフリカ単一起源説は、遺伝子分析などから有力だったものの、直接に裏づける化石は未発見で、中東や南アフリカで約10万年前までにさかのぼれるだけだった。アフリカはヒト化石の宝庫だが、ホモ･サピエンスの担上記を含む30万年～10万年前は｢空白｣だった。　
9． 『朝日新聞』2004年4月（記事切り抜き：コピー配布・・・米科学雑誌『サイエンス』に4月16日発表）南アフリカの洞窟で見つかった約7万5千年前の貝のビーズ。・・・　　

国際チームを率いるノルウェー・ベルゲン大のヘンシルウッド教授は、「ビーズがもつ抽象的な意味は、（単語だけでなく）体系だった言語がないと伝えられない。今回の発見は、言語の使用など現代人的な行動が、すくなくとも7万5千年前のアフリカにあったという証拠だ」と。

10． 『朝日新聞』2003年8月19日夕刊：「人類の衣服　起源は7万年前？」【ワシントン＝村山知博】
人類が衣類をまとうようになったのは約7万年前だった―。独マックスプランク研究所のチームが18日、生物専門誌カレント・バイオロジー(電子版)に、そんな研究成果を発表した。人間に寄生するシラミの遺伝子の突然変異を元に推定したものだ。

独研究チームが発表：寄生シラミをDNA分析　出現時期で推定　人間に寄生するシラミのうち、衣類にすむコロモジラミは、頭に住むアタマジラミから枝分かれしたといわれる。コロモジラミが現われたのは、人間が裸の生活をやめて衣類をまとうようになった結果だと研究チームは推定。コロモジラミの登場と衣類の起源はほぼ一致すると考えた。世界中の12箇所から2種類のシラミ計40匹を収集。朕万事―のシラミも含め、DNAの突然変異を比べた結果、コロモジラミの出現は約7万2千年前であると推定できた。　衣類はもろく長くは残らない。研究チームによると、衣類を縫ったとみられる針のような｢間接証拠｣ですら古くても約4万年前で、衣類の起源はよくわかっていない。研究チームは｢現生人類がアフリカから世界中に広がりはじめたのは約10万年前とされる。アフリカよりも涼しい地域に住むようになって衣類を考案したのではないか｣と説明している。

11． 日本列島にはいつホモ・サビエンスがやってきたか？

NHKスペシャル｢日本人｣プロジェクト編『日本人はるかな旅』全5巻

縄文人のDNA分析(人類の進化や系統を分析するために使われるのは、母系で伝わるミトコンドリアDNA)・・・　国立遺伝学研究所が保管しているデータ500万件(2001年6月現在)との比較・・・縄文人骨のDNA分析の専門家・佐賀医科大学・篠田謙一助教授：「DNAバンクに登録している縄文人29体のうち、1体の縄文人は韓国人と一致した。また、別の一体は台湾に住む中国人と、そしてタイ人
との一致も一体あった。遠い昔アジアの西や南から人びとがやってきたことをうかがわせてくれる結果である。そして驚いたことに、縄文人29体中、実に17体がシベリア平原に暮らすブリャート人と一致したのである。
」・・・日本の赤ちゃんの多くのお尻に見られるモンゴル斑（周知の事実）
12． 「人類の長い歴史のなかでようやくシベリアに橋頭堡が築かれたのは、マリタ遺跡に住居が営まれた約2万3000年年前のことだった。
」・・・氷河期の最寒冷期である2万年ほど前、シベリアの棲息条件悪化で、マンモスなどの大型哺乳動物の南下。それとともに、それをおって、日本人の祖先が南下した。｢雌のマンモス1頭から得られる肉の量は1・8トン、1頭をしとめれば、一〇人の集団がゆうに半年間、食いつなぐことができた｣と
。　道具としての細石刃
の生産、マンモスの牙製のやり先道具としての細石刃の生産、マンモスの牙製のやり先・・・細石刃は軽い持ち運びぶ便利なすぐれた狩猟道具・・シベリアから日本列島のあいだに点在する遺跡から見つかっている
。
13． 縄文人のもう一つの大きな流入経路・・・3万年前頃から、対馬海峡を、簡単ないかだや丸木舟で渡ってやってくる。3万年前から2万年頃にかけて、「遺跡数激増」
。朝鮮半島系、そして南方系・・・1万5０００年―1万年・・・環境の大異変と乱獲により大型動物が姿を消し、小型獣ばかりになる。細石刃は姿を消していき、代わって登場するのが石のやじり(鏃)
・・・大きさわずか1―2センチほどのやじりを→の先端に取り付け、森の中のすばしこい小動物をとらえて、飢えをしのぐ。さらに、サバイバルツールとしての土器の発明＝1万2000年頃から・・・火の使用・・食料としてのどんぐり・土器の登場とともに縄文時代が幕をあける
。
14． 現代日本の就業者・産業構造・産業別資本（生産手段）の動向

　　　総理府・日本の統計・・・インターネットで見ること可能　

　配布資料抜粋

　　16- 4 産業，従業上の地位別就業者数 [35KB]農業・農民の減少→独立自営農民の減少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自営業・家内従業者の減少　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雇用労働者の増大（比率・絶対数）

→法人企業の増大

→生産力上昇の武器としての人間組織＝経営体

　　16- 6 産業3部門別就業者数 [59KB]　(関連するグラフ)
（第一次産業→第三次産業への比重の変化・・・社会の生産力と社会の就業構造の変化）

3- 1 国内総支出 [46KB]　(関連するグラフ)
　　3-14 民間企業資本ストック [36KB]（生産手段）

· 過去半世紀の資本の全産業分野における増加、

· 産業部門別の資本蓄積の違い・・・サービス部門の増加

現代世界の経済の到達点・・・地球上の市場関係・資本関係・交通通信関係・・IT革命

　現代世界の世界の結びつきを作り出したのは、人間（ホモ・サピエンス）・人間の生産力・人間の科学技術文化の力→現代になればなるほど、急激な科学技術文化の発達

　　

市場経済の原理はシンプル

　市場・・・商品の売買・・・他人のため（他人のための効用、他人の使用価値）の生産物を生産し、販売する。他人が欲するもの、他人が必要とするものを生産する。自分は、それによって獲得した貨幣で、自分の欲するものを購入する。商品の生産→商品の販売→貨幣の取得→自分の必要なものを購入。

　他人が必要とするだけでいいか？

　→できるだけ安く。

　→コスト（費用）を安く。　　市場関係の鉄則「いいものを安く」
　→コスト（費用）の低減の手段は？　

コスト（費用）の諸要因を安くする→値切る、安く仕入れる（・・・流通で）

物を安く生産する・・・ものを生産する能力・生産力（人間の能力）を上昇させる。

　　売る段階で、できるだけ高く売る（・・・流通で）。

　→生産・流通における生産性　

　→生産手段・流通手段の生産性・・・人間の労働能力の発達、科学技術の発達、その応用

　→人類史を貫く法則性

商品を生産することは、どこで、いつの時代から？

　原始的共同生産・共同経済・・・共同体と共同体の間→共同体の中へ商品の浸透

　　　　　　　　　　　　歴史的に地域によって貨幣となる生産物（貨幣商品）が変遷

　　　　　　　　　　　　　　　貝、塩、牛、金属（金、銀、銅）

　　　　　　　　　　　　　　　

　人間生活における市場の役割は、変化・発展の連続

�　宇宙史150億年(最近ではNASAによる137億年説が有力と･･上記松井著参照)、そのなかの地球史46億年。地球史の中の生命史40億年ないし38億年をチンパンジーと人間は共有する。


チンパンジーと人間がお互いがすこしだけ分かれはじめたのが、わずか約500万年前にすぎないなら、遺伝子の違いが、わずか0.6％というのは不思議ではないのではないか？　　　


500万年÷40億年


� ブライアン・サイクス著大野晶子訳『イヴの七人の娘たち』ソニーマガジンズ,2001年11月刊。この本は、DNAを追跡して人類史を再現するものであり、その試行錯誤と、「偶然と個人的人間関係と経済的必要性・・・」などの諸要因による「連続する小さな飛躍」（同書、39ページ）で行われた発見物語であり、科学探究の面白さを堪能させてくれる。ぜひ一読されたい。手軽には、サイクスの本の宣伝ページであるつぎを参照せよ。


本：　� HYPERLINK "http://www.sonymagazines.jp/mmt/200111080700.html" �http://www.sonymagazines.jp/mmt/200111080700.html�　


母系図：　� HYPERLINK "http://www.sonymagazines.jp/mmt/200111080750" �http://www.sonymagazines.jp/mmt/200111080750�　


� 「退陣」と誤ってワープロ転換していたが、学籍番号001050清田雅子さんが、ミスを発見してくれ、「タイ人」に訂正。もう1箇所も訂正。


� 『日本人はるかな旅』NHK出版、2001年、第1巻、42ページ。


� 同、61ページ。


� 同、63ページ。


� 労働手段、生産手段


� 『日本人はるかな旅』NHK出版、2001年、第1巻、67―68ページ、85―87ページ。


� 同、90ページ。


� 労働手段、生産手段


� 『日本人はるかな旅』NHK出版、2001年、第1巻、95―96ページ。
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